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昨年度の研究内容

· 研究の目的

· いい映像とは？「詩」の存在

· 画像による「詩」の創出

· 映像の総合性

本日の発表内容
①聴覚の特殊性

②映像における「音」

以上の２点を軸に本日の発表を行いたいと思います。どうぞ宜しくお願いします。

①聴覚の特殊性

聴覚には様々な特殊な性質がある。映像における音に関して考える場合のヒントになりそうなものを二つ挙げる。

A） 聴覚の二面性

聴覚は１つの音を聞いたときに２つの受け取り方をする。悟性的な受け取り方と感性的な受け取り方である。簡単に説明すると悟性的な受け取り方とはその音は何の音かという確認であり、感性的な受け取り方とはその音から何を感じ取るかと言う認識である。効果音における上手い表現とは、この両面を活かした物であるべきだと考える。

B） ｆ分の１の揺らぎ

自然界の音には「ｆ分の１の揺らぎ」と言う現象を持つものがある。東京工業大学の武者利光教授によって、この現象は人間の神経線維の中を伝わる信号の伝達、人間の心拍、名曲のリズム、木晩などの中に発見され、必ずしも全てが心地よいとは限らないが、人間の感覚的な心地よさに密接に関係していることが明らかにされた。

「音」の場合について考えると、自然界では風、水、鳥の鳴き声、虫の鳴き声などにこの現象はみられる。NHKが全国の視聴者を対象者に行う「私の聞きたい音」アンケートで、常に小川のせせらぎ、秋の虫の鳴き声、小鳥のさえずり、風鈴などが上位に入ることを考えると、「ｆ分の一の揺らぎ」の効果は絶大だと言える。

又、「ｆ分の一の揺らぎ」の大きな特性として、そのシーンに合致した方向に人の感情をひきつけるという点が挙げられる。これは映像において音を構成する上で重要な効果である。

②映像における「音」

映像には現実音、台詞、ナレーション、効果音、音楽など実に様々な「音」が存在している。しかしながら、映像において、それらの音は独立して存在しているわけではない。それぞれが確固たる役割の元に配置してあるのだ。この事実をふまえた上で、それではどういった配置のされ方があるのか、いくつかの例を挙げながら考えてみたい。

A） 対位法

初期の映画は音を持たない無声映画であったが、１９２０年代になってトーキー映画が発明された。そして１９２８年に「戦艦ポチョムキン」で有名なエイゼンシュテインが「トーキー映画に関する宣言」を雑誌に発表した。その中で、エイゼンシュテインは「視覚的なモンタージュとよく対応するように、音響を使えば、それだけモンタージュを発展・完成する新しい可能性を提供したことになる。映画は視覚的映像と音響のもたらすイメージのオーケストラ的対位法に到着するだろう」と述べている。辞書的な意味で言うと対位法とは「映画で、悲しい場面にわざと陽気な音楽をつけるなど、対比的な表現で複雑な効果を出す手法」（広辞苑）とある。

→「アレクサンドルネフスキー」

B） 同時性と非同時性

映画にも映像にも音響には「同時性」（画面から発生している音）と「非同時性」（画面の外で発生している音）で成立している。両者でまず基本となるのは「同時性」である。画像の動きに適切な音が、適切な音量で流される。しかし、「同時性」だけでは表現として退屈である。そこで、「非同時性」の音使いが考えられてきた。「非同時性」の音を使うメリットして、「同時性」だけの場合より、場所、時間、心理状態などを決定しやすくなる点が挙げられる。

エイゼンシュテインは前述の宣言とは別に「音響と画面との対位法的使用と非同時性使用にだけ芸術的未来がある」とも述べている。確かに「対位法」や「非同時性」が画像だけに集中しがちな視聴者の想像力を刺激するという点では納得できるが、流石にこれは行き過ぎである。

→「汚れた血」

C） 異化効果

ロシアアヴァンギャルドの最中、１９２６年に文学理論家、詩人のシクロフスキーが論文「手法としての芸術」の中で、「驚きを想像する技術」として「異化」という概念を打ち出した。これは「芸術の手法とは事物を〈異化〉する手法であり、形式を難解にして知覚をより困難にし、より長引かせる手法である。そして〈異化〉とは日常見慣れた表現形式にある種の〈よそよそしさ〉を与えることによって、異様なものに見せ、内容を一層良く感得させようというものである」と言った内容のものである。これは文学上の詩、小説、評論などのための１つの提案であった。

そして、シクロフスキーの「異化」からヒントを得て、同年代ドイツの劇作家ブレヒトが演劇における「異化効果」という手法を考案した。ブレヒトはこれを「普段見慣れた事物をも始めて見たように異様に感じさせる演劇効果」と述べた。又、ブレヒトは映画音楽について「音楽は画面で起こる内容をより不自然なものとして際立たせ、音楽は一層自立した働きをする」と述べており、この考え方は後の映画、テレビドラマに大いに活用されている。映像における「異化効果」を「普段見慣れたものを、音によって異様に見せる」と仮定するならば、「対位法」と同類のものであると言えるかもしれない。

D） 相乗効果

テレビドラマの制作には、視覚と聴覚それぞれの特徴をふまえて、その相乗効果を高めるために次のような研究結果がある。

「聴覚は空間全体に気を配り、環境情報をまんべんなく受け入れようとし、視覚は特に詳細な情報に注目するので、映像（画像）は興味の中心をとらえ、音響は映像（画像）のカバーできない全体の雰囲気を伝えるようにする。また、視覚は通報頻繁に動くため、映像（画像）の切り替えは違和感が少ないが、音の切り替えには注意する。」

この研究は裏を返せば、音はある意味において、画像よりも大きな効果を持っていると言える。

考察

今回、自分は映像制作者であるという立場から「音」について考えてみました。そのため純粋に「音」についての研究ではなく、映像を構成するものとしての「音」についての研究になりました。プレレジュメにも記したように、「音」について科学的な点からも攻めていこうかとも考えましたが、ハードに関して頭でっかちになるのは良くないと考え、ソフトを制作する上で考えるべき事柄についてのみ発表させて頂きました。

この発表の初めに述べたとおり、映像は非常に総合的な表現形式です。よって何らかの特定の要素へのこだわり以上に、全体としてのバランスに注意しなければなりません。もちろんその際に、それぞれの要素が持つ強みと弱みを充分に知った上で利用する必要がありますが。

疑問

例えば、映画を見る際に皆さんが、ストーリー、画面、音楽以外で注目している点があれば、教えて下さい。
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